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筝に親しもう
〇さくら

・基本的な奏法を身につけ、楽
器の音色や奏法がもつ日本の
音楽の特徴を味わう。

〇筝の音色と奏法との関わりを
理解する。
〇創意工夫を生かして表現す
るための奏法、体の使い方を身
につけている。
〇全体の響きを聴きながら他
者と合わせて演奏する技能を
身につけている。

〇平調子が生み出す雰囲気を
感受し、筝の音色や奏法との関
わりを生かしながら、表現を創
意工夫している。

〇筝の音色や奏法、平調子が生み
出す雰囲気に関心をもち、音楽活
動を楽しみながら主体的・協働的に
取り組もうとしている。

音楽 第１学年

歌の基本を学ぼう
日本の歌に親しもう
　○発声練習
　○校歌
　○赤とんぼ

・音楽の流れや目標を理解す
る。
・歌の基本となる発声・体の使
い方を身に着ける。
・日本語の抑揚と曲の構成との
かかわりを理解し、曲想を感受
しながらふさわしい表現を工夫

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

○「校歌」「赤とんぼ」の曲想と
音楽の構造や歌詞の内容との
関わりについて理解している。
〇「校歌」「赤とんぼ」を歌うため
に必要な発声・言葉の発音・身
体の使い方などの技能を身に
つけ、歌唱している。

〇曲の旋律・強弱・構成を知覚
し、それらの働きが生み出す特
質や雰囲気を感受しながら、表
現を創意工夫している。

〇歌詞が表す情景や心情、および
曲の表情や味わいに関心をもち、
音楽活動を楽しみながら主体的・協
働的に取り組もうとしている。

〇テクスチュア・強弱・形式を知
覚し、それらの働きが生み出す
特質や雰囲気を感受しながら、
曲や演奏に対する評価とその
根拠について自分なりに考え、
音楽のよさや美しさを味わって
聴いている。

〇ソネットと音楽の雰囲気の移り変
わりに関心をもち、音楽活動を楽し
みながら主体的・協働的に取り組も
うとしている。

情景を想像しながら聴こう
〇春

・曲想とリトルネッロ形式やソ
ネットとのかかわりを理解し、曲
や演奏に対する評価とその根
拠について自分なりに考え、味
わって聴く。

アルトリコーダーに親しもう
〇K331.

〇曲想とリトルネッロ形式やソ
ネットとのかかわりを理解して
いる。
〇音楽の特徴とその背景となる
作曲家の生き方について理解
している。

・タンギングと運指などの基礎
的奏法とリコーダーの音色との
かかわりを理解して演奏する。
・フレーズのまとまり、2声の重
なりを聴き、他者と合わせて器
楽表現を創意工夫する。

〇リコーダーの音色や響きと奏
法の関わりを理解する。
〇創意工夫を生かした表現で
演奏するための、タンギングや
運指などの技能を身につけて
いる。
〇創意工夫を生かし、全体の
響きや各声部の音などを聴き
ながら他者と合わせて演奏する
技能を身につけている。

〇リズム・旋律・テクスチュアを
知覚し、それらが生み出す特質
や雰囲気を感受しながら、表現
を創意工夫している。

〇フレーズの表し方による曲想の違
いに関心をもち、音楽活動を楽しみ
ながら主体的・協働的に取り組もう
としている。

仲間と協力して合唱を創ろう ・思いや意図をもって、曲にふさ
わしい音楽表現を創意工夫す

〇曲想と音楽の構造や歌詞の
内容との関わりを理解してい
る。
〇声の音色や響き、及び言葉
の特性と曲種に応じた発声との
かかわりについて理解してい
る。
〇表現に必要な発声、言葉の
発音、身体の使い方を身につ
けている。
〇全体の響きや各声部の声な

〇音色・リズム・旋律・テクス
チュア・強弱・構成を知覚し、そ
れらが生み出す特質や雰囲気
を感受しながら、表現を創意工
夫している。

〇仲間と協力して、思いや意図を
もって合唱表現を工夫する活動に
関心をもち、音楽活動を楽しみなが
ら主体的・協働的に取り組もうとして
いる。

豊かな合唱表現を工夫しよう ・曲想と音楽の構造や歌詞の
内容の関わりを理解して、全体
の響きや各声部を聴きながら、
合わせて歌う。

混声合唱に親しもう
〇大切なもの
〇自由曲

・各合唱曲の特徴をとらえ、自
分なりに批評している。
・旋律・リズム・テクスチュアを
知覚し音取りをする。

ドイツ歌曲に親しもう
〇魔王

・歌詞や物語の進行と曲想の
変化とのかかわりを理解し、歌
曲の表現を味わって聴く。

曲想と歌詞や物語の進行との
関わりについて理解している。
音楽の特徴とその背景となる作
曲家の生きた時代について理
解している。

曲想と歌詞や物語の進行との
関わりについて理解している。
音楽の特徴とその背景となる作
曲家の生きた時代について理
解している。

曲想と歌詞や物語の進行との関わ
りについて理解している。
音楽の特徴とその背景となる作曲
家の生きた時代について理解して
いる。

言葉の持つリズムを生かして創
作しよう
〇くいしんぼうのラップ

言葉の持つリズムを理解して、
それらに合うリズムの選択や複
数のリズムを組み合わせる技
能を身につけ、まとまりのある
アンサンブルを創意工夫する。

・言葉の持つリズムを理解して
いる。
・音の重なり方や反復などの構
成上の特徴について理解して
る。
・創意工夫を生かした表現でリ
ズムを作るために必要な、テー
マに沿った音の選択や組み合
わせなどの技能を身につけて
いる。

・言葉の持つリズムを理解して
いる。
・音の重なり方や反復などの構
成上の特徴について理解して
る。
・創意工夫を生かした表現でリ
ズムを作るために必要な、テー
マに沿った音の選択や組み合
わせなどの技能を身につけて
いる。

・言葉の持つリズムを理解してい
る。
・音の重なり方や反復などの構成上
の特徴について理解してる。
・創意工夫を生かした表現でリズム
を作るために必要な、テーマに沿っ
た音の選択や組み合わせなどの技
能を身につけている。

サミングとアーティキュレーショ
ンを工夫して表現しよう
〇大きな古時計

・右手の運指やサミングなどの
基礎的奏法とリコーダーの音色
との関わりを理解して演奏す
る。
曲にふさわしいアーティキュ
レーションを吹き分けるために
創意工夫する。

リコーダーの音色や響きと奏法
の関わりを理解している。
創意工夫を生かした表現で演
奏するためのタンギングや運指
などの技能を身に付けている。

リコーダーの音色や響きと奏法
の関わりを理解している。
創意工夫を生かした表現で演
奏するためのタンギングや運指
などの技能を身に付けている。

リコーダーの音色や響きと奏法の関
わりを理解している。
創意工夫を生かした表現で演奏す
るためのタンギングや運指などの技
能を身に付けている。

日本の民謡に親しもう
〇ソーラン節

民謡の特徴とその背景を理解
し、ふさわしい表現を創意工夫
したり、民謡の美しさや多様性
を味わって聴く。

・民謡の発声や歌い合わせ方
の特徴を理解してふさわしい発
声で歌うことができる。
・民謡の特徴とその背景となる
文化や歴史について理解して
いる。
・我が国や郷土の伝統音楽の
特徴と、その音楽の特徴から生
まれる音楽の多様性について
理解している。

・民謡の発声や歌い合わせ方
の特徴を理解してふさわしい発
声で歌うことができる。
・民謡の特徴とその背景となる
文化や歴史について理解して
いる。
・我が国や郷土の伝統音楽の
特徴と、その音楽の特徴から生
まれる音楽の多様性について
理解している。

・民謡の発声や歌い合わせ方の特
徴を理解してふさわしい発声で歌う
ことができる。
・民謡の特徴とその背景となる文化
や歴史について理解している。
・我が国や郷土の伝統音楽の特徴
と、その音楽の特徴から生まれる音
楽の多様性について理解している。

３年生に向けて思いをもって歌
おう
〇あなたのことを
〇三送会の曲

曲想と音楽の構造や歌詞の内
容の関わりを理解して、思いや
意図ををもって、ふさわしい表
現を創意工夫する。

・曲想と音楽の構造や歌詞の
内容との関わりを理解してい
る。
・声の音色や響き及び言葉の
特性と曲種に応じた初声との関
わりについて理解している。
・表現に必要な発声、言葉の発
音、身体の使い方を身につけて
いる。
・全体の響きや各声部の声など
を聴きながら他者と合わせて歌
う技能を身につけている。

・曲想と音楽の構造や歌詞の
内容との関わりを理解してい
る。
・声の音色や響き及び言葉の
特性と曲種に応じた初声との関
わりについて理解している。
・表現に必要な発声、言葉の発
音、身体の使い方を身につけて
いる。
・全体の響きや各声部の声など
を聴きながら他者と合わせて歌
う技能を身につけている。

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容と
の関わりを理解している。
・声の音色や響き及び言葉の特性
と曲種に応じた初声との関わりにつ
いて理解している。
・表現に必要な発声、言葉の発音、
身体の使い方を身につけている。
・全体の響きや各声部の声などを聴
きながら他者と合わせて歌う技能を
身につけている。


